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1. はじめに 

将来，準天頂衛星や自動運転の運用に伴い，測位精度

が向上すると走行車線を識別できるプローブデータ

（以下，「高精度プローブ」という．）が取得できると予

想される．この特長を活かした道路管理や走行支援サ

ービスを提供するには，既存の道路交通分析および経

路案内で用いられている道路ネットワークデータ（以

下，「ネットワーク」という．）よりも高精度な車線ネッ

トワークを有した道路地図が必要である． 

既存の車線ネットワークを有する道路地図は，高度

DRM データベース 1)（以下，「高度 DRM」という．），

ダイナミックマップ 2)や大縮尺道路地図の整備・更新手

法 3)が提案されている道路構造データがある．また，道

路管理の用途で整備されている道路基盤地図情報 4)は，

車線ネットワークの調製に利用できる地物を有してい

る（以下，「大縮尺道路地図」と総称する．）．筆者ら 5)

は，既存の車線ネットワークを対象に道路交通分析に

適した大縮尺道路地図の要件および高精度プローブや

大縮尺道路地図を用いた道路交通分析のユースケース

を明らかにしている（表-1 および表-2 参照）．さらに，

高度 DRM および道路基盤地図情報を対象に道路交通

分析に適した大縮尺道路地図の調製手法を考案してい

る．しかし，自動運転の用途で開発されているダイナミ

ックマップを対象にした大縮尺道路地図の調製手法の

開発には至っていない． 

以上より，本研究の目的は，ダイナミックマップを用

いた道路交通分析に適した大縮尺道路地図の調製手法

を明らかにすることとした．まず，ダイナミックマップ

の要件の満足度を評価する．次に，評価結果を基に大縮

尺道路地図の調製手法を考案する．最後に，考案手法に

則して地物を試作し，有用性を検証する． 

2．大縮尺道路地図の要件に対するダイナミックマップ

の満足度の評価 

本研究では，道路交通分析に適した大縮尺道路地図 

表-1 道路交通分析に適した大縮尺道路地図の要件

表-2 道路交通分析のユースケース 

 

  

No. 大縮尺道路地図の要件

1 マップマッチング処理で利用できること

2 他のネットワークと相互利用できること

3 交通調査基本区間と関連付けられること

4
面地物を含む道路基盤地図情報（車道，車線，歩道，横断歩道等）や
矩形のポリゴン単位で走行・挙動履歴を集計できること

5 道路管理に必要な地物（案内標識等）と関連付けられていること

6
現行の分析で利用しているリンク・区間の単位を踏襲し，分析者が指
定するリンク・区間に分割できること

7
DRMリンクと交通調査基本区間に対して車線単位の走行・挙動を集計
できること

8 進行方向を区別できること

9 動的なリンク長（リアルタイムな渋滞延長）を表現できること

現行の道路交通分析のユースケース

ボトルネックの分析

・渋滞発生区間の把握
・区間単位の渋滞延長距離の把握
・区間単位の損失時間の把握

1)

2)

3)

4)

5)

車線別の渋滞延長距離の把握
渋滞多発車線の把握
ボトルネックによる渋滞発生箇所の特定
渋滞発生箇所の特定
渋滞が発生する時間帯やパターンの把握

道路整備効果の把握

・高規格道路供用前後における交通実態の把握 6)

7)

8)

9)

交差点における右折帯延伸効果の把握
道路の拡幅による渋滞解消効果の把握
道路整備による車線別の旅行時間の把握
信号・踏切の通過に要する時間の把握

交通の現状の把握
・交通実態の把握 10)

11)

車線別の旅行時間の把握
車線別の走行速度低下箇所の特定

時間信頼性の分析 ・速度低下発生箇所の把握 12) 車線別の損失時間の把握

走行経路の把握

・区間単位の走行経路の把握
・物流等用途別の走行経路の把握
・ネットワークの利用者特性

13)

14)

15)

車線別の走行経路の把握
事故を起こした車両の走行経路の把握
走行経路のパターンの把握

適正通行による
道路構造物の保全

・抜け道道路の特定
・抜け道道路における事故発生状況の分析

16) 車線別の通行実績による路面標示や舗装等の劣化状況の把握

交通安全対策

・危険挙動の発生回数
・危険挙動の発生地点の抽出

17)

18)

19)

車線別のヒヤリハット発生箇所の特定
車線変更箇所の把握
不慣れな人のによる車線別のヒヤリハット発生地点の把握

気象条件による
交通挙動分析

・冬季における利用経路の把握
・路面凍結時における区間別の危険挙動発生箇所の抽出

20)

21)

22)

昼夜別の車線別の危険挙動発生箇所の抽出
路面凍結時における車線別の危険挙動の発生箇所の抽出
雨天時における車線別の危険挙動発生箇所の抽出

災害対策 ・震災前後における交通サービス状況の分析 23) 発災後の走行実績分析（通れたマップの高度化による分析）

交通実態の分析
・ネットワークの可視化 24)

25)

路上駐車の発生箇所の把握
路上駐車の発生時間の把握

走行状況の把握 ・路上工事が交通に及ぼす影響の分析 26) 路上工事の影響による車線変更の交通挙動の分析

環境対策 ・CO2排出量の分析 27) CO2排出量の高度な分析

高精度プローブ及び大縮尺道路地図を
用いた道路交通分析のユースケース

安全・安心の向上

その他

施策の分野

道路交通の円滑化

物流の効率化・
大型車の通行適正化
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の要件に対するダイナミックマップの満足度を評価し

た．ダイナミックマップは，車線ネットワークを有して

おり，既存のネットワークである DRM と関連付けられ

ている．そのため，表-1の No.1～No.3の要件は，満足

していると評価した． 

ダイナミックマップは，道路基盤地図情報の車道部，

車線等の地物および案内標識等と同義の地物を有して

おり，面形状の地物を用いて高精度プローブの集計が

できる．しかし，道路交通分析に適した分析単位で分割

されておらず，車線ネットワークと関連付けられてい

ない地物がある．そのため，ダイナミックマップの自動

車の通行空間の面地物（車道ベルトおよび車線ベルト）

を道路構造毎に分割し，道路基盤地図情報の地物を車

線ネットワークと関連付けることで表-1のNo.4および

No.5 の要件を満足できると考えられる． 

ダイナミックマップの車線ネットワークは，進行方

向の属性を有し，渋滞延長の表現に利用できると考え

られる．しかし，高精度プローブの進行方向の特徴を考

慮した分析に適していない可能性がある．そのため，車

線ネットワークに進行方向の属性として方位角を付与

するとともに，渋滞延長の可視化手法を考案すること

で表-1の No.6～No.9の要件を満足できると考えられる．

さらに，既往研究 5)で表-1の No.4 の要件を満足した地

物は表-1の No.5～No.9の要件を満足するために必要で

あることが明らかにされている． 

以上より，ダイナミックマップは地物の編集および

道路基盤地図情報の地物を追加することで表-1 の大縮

尺道路地図の要件を満足できると考えられる． 

3．道路交通分析に適した地物の調製手法の考案 

本稿では，前章の満足度の評価結果を基に，表-1 の

No.4 の要件を満足する車線ベルトの調製手法を考案し

た（図-1参照）．まず，車線ネットワークおよび車線ベ

ルトを重畳し，車線ネットワークの車線リンク上のノ

ードから車線リンクに対して垂線を生成し，車線ベル

トの境界線で交点を生成する．そして，生成した垂線を

基に車線ベルトを分割し，交差する車線リンクの IDを

分割した車線ベルトの地物に付与する． 

4．考案手法の有用性の検証 

前章で考案した調製手法に則して，東名高速道路の

海老名 JCT を対象にダイナミックマップの実データを

用いて分割した車線ベルトを試作した（図-2参照）．図 

図-1 ダイナミックマップの地物の調製イメージ 

図-2 ダイナミックマップの地物の調製結果 

 

-2 より，直線，曲線および立体交差が存在する区間で

も考案手法に則して地物を調製できることを確認した． 

以上より，考案手法を用いることで道路交通分析に

適した車線ベルトの地物を調製できる示唆を得た． 

5．おわりに 

本研究は，大縮尺道路地図の要件に対するダイナミ

ックマップの満足度を評価し，道路交通分析に適した

地物の調製手法を考案した．そして，考案手法に則して

地物を試作し，考案手法の有用性を検証した． 

今後の課題として，残りの要件を満足する調製手法

を考案する．そして，試作した地物を用いて表-2 のユ

ースケースを再現したケーススタディを実施し，道路

交通分析への有用性を検証することが挙げられる． 
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b)ノードから車線リンクに対して垂
線を生成し，垂線と車線ベルトの境
界線との交点に構成点を生成する．

c)車線ベルトを垂線を基に分割し，交差する
車線リンクのIDを付与する．

a)ダイナミックマップの車線ベルトおよび
車線ネットワークを重畳する．

車線ベルト（通行空間の地物）
ー 車線ネットワーク（リンク）
● 車線ネットワーク（ノード）

：分割した車線ベルト

立体交差
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